
 

 

２０２５年度事業報告 

Ⅰ．はじめに 

近年、AI技術の発展により、様々な分野で技術が驚くべき速さで進化しており、自

動車分野においても、通信機能を備えたコネクテッドカーの普及が進み、自動車は、

単なる移動手段から、車両状態や周辺の道路状況といった多様なデータを取得・共有

し、ネットワークを通じてクラウド上で分析・活用されるデジタルプラットフォーム

へと進化しつつある。これに伴い、カーナビやスマートフォン等を通じた道路交通情

報提供サービスも急速に多様化しており、２０２５年度の VICS対応車載機の出荷台

数は、約３３３万台（対前年度比８９％）と減少となった。 

一方、国内の環境は、オーバーツーリズムによる観光地等での渋滞問題や近年のゲ

リラ豪雨、大雪等の災害多発により、道路等への情報提供の重要度がさらに増してお

り、渋滞情報の更なる精度向上や交通障害情報の拡充等を通じたサービスの改善・充

実を図る必要がある。 

このように VICSを取り巻く事業環境は大きな転換期を迎えている中、次世代 ITS

の一翼を担う存在として、早急に VICSセンターの今後の方向性をまとめ、継続的な

進化を実現していく。 

 

Ⅱ．事業執行状況 

（１）VICSプローブシステムの運用・高度化と新たなサービスの実現 

①VICSプローブシステムの運用・高度化 

２０２５年４月から本格運用に移行した「VICS プローブ活用サービス」につい

ては、システムの安定運用を図るとともに、様々な機会を活用することによって、

広く周知を図った。 

また VICS プローブの生成について、情報精度・鮮度に課題が見受けられた「距

離の長いリンク」において、生成方式を見直すことによって、改善が図れることを

確認した。 

 

②プローブ情報や車両データ等の利活用の検討 

関係機関との連携により、VICS プローブの仕組みを活用した災害時通行実績情

報を２０２６年１月から配信できる環境を構築した。 

また、警察と連携した VICSプローブの精度評価や交通管理業務における有効性

の検証を２０２３年度から継続実施するとともに、大型車が収集する車両の挙動デ

ータによる大雪時の車両スタック検知についての可能性を検討した。 

 

③現行サービスの改善と新たなサービスの実現 

大雪時通行規制情報等の配信サービスについては、九州地域において、大雨時へ

の適用を完了した。また、新たな災害情報提供サービスとして、浸水害、洪水、土砂

災害危険度分布情報の活用を検討した。 



 

また、大阪・関西万博の開催に合わせ、事業者提供サービスでも、イベント規制

予告情報の提供を開始するとともに、パーク＆ライド支援として、最寄り駅周辺の

大型民間駐車場の満空情報の配信を通常時の約１０倍に拡大した。 

さらに、臨時駐車場向け満空情報の提供サービス（実証実験）において、満空情

報入力用専用端末に代わり、スマートフォンのWebアプリで登録可能なシステムを

導入し、本サービスの利用拡大を促進した。 

 

（２）センターシステムおよび放送所設備の高度化・安定運用 
①システムの安定運用と更新 

２０２６年度末に更新時期を迎えるセンターシステムの更新に向け、ハードウエ

アの更新と OS・ミドルウエアのアップデート、アプリケーションの機能改善等に

着手した。 

また、センター・放送所間ネットワークの強化に関しては、唯一メタル回線とな

っていた水戸局の光回線への切替えを完了させ、安定したサービス提供を可能にす

るとともに、全国放送所への非常用衛星回線についても更新に着手した。 

 

②次期システムの検討 

センターシステムの将来的な全面更新に向け、クラウド化を含めた次期システム

の検討に着手した。 

 

③運用管理等に関する取組の継続・強化 

システムの安定的な運用管理に向けては、サイバーセキュリティ訓練、関係機関

との合同災害対策訓練、臨時災害放送用可搬型設備の設置訓練等を複数回実施し、

災害時等の対応力強化を図るとともに、保守委託事業者を対象としたテクニカルワ

ークショップを実施し、FM多重放送技術の継承に努めた。 

 

（３）新たなニーズへの適切な対応 

①ユーザーニーズの把握 

Web ユーザー調査では、VICS が提供する交通情報サービスや車載機に関するユ

ーザーニーズおよび VICS に影響を及ぼす変化を把握することで、今後の VICS の

在り方を検討する材料とした。 

また、若年層ほどスマホナビを使用する傾向にあることを踏まえ、若年層に対し、

フォーカス・グループ・インタビューを行い、利用実態の詳細把握に努めた。 

 

②VICSセンターの目指す姿や方向性の検討 

カーメーカーおよびナビメーカーを個別に訪問し、コネクテッドカーや車載機の

今後の技術動向に関するディスカッションを実施、今後の目指す姿や方向性検討に

活用していく。 

 

（４）継続施策の改善・進化 

①広報・普及促進活動の一層の推進 

財団設立３０年を迎えるにあたり、５月には、有識者、関係省庁、関係団体と理



 

事長で座談会を開催し、今後の VICSセンターを考えるきっかけの場とした。 

また７月には、記念式典および祝賀会を開催、２００名を超える方に参加いただ

き、出席者相互の交流を深める場とした。 

さらにシンプルでわかりやすい内容に Web サイトをリニューアルし、あわせて

ジャパンモビリティショー等への出展を通じ、取組みの認知度向上に努めた。 

 

②業務管理等 

「VICSプローブ活用サービス」の本格運用への移行に伴い、組織規程を一部改

正し、事業企画部のプロジェクト推進室を技術室に改組した。 

また、内部管理では改正された国家公務員等の旅費に関する法律（旅費法）の施

行と現下の経済情勢を踏まえ、旅費規程の一部改正と関連する内規の整備、さら

に業務用 PCのモバイル化等 OA環境の変化に応じ、OAシステム利用ルールの改

正を行い、業務環境の整備を図った。 

 

 



 

Ⅲ．事業計画執行のための会議の開催 

（１）理事会 

①２０２５年 ５月２８日 ２０２５年度第１回理事会  

第１号議案 ２０２４年度事業報告（案）及び計算書類等（案）承認の件 

第２号議案 評議員選定委員５名選任の件 

第３号議案 評議員候補者４名推薦の件 

第４号議案 評議員候補者２５名推薦の件 

第５号議案 ２０２５年度定時評議員会招集の件 

第６号議案 役員等賠償責任保険の契約内容の件 

以上が審議され、いずれも原案のとおり承認された。 

報告事項  代表理事及び業務執行理事の職務執行状況について 

 

②２０２５年１１月１４日 ２０２５年度第２回理事会 

第１号議案 旅費規程改正（案）承認の件 

以上が審議され、原案のとおり承認された。 

報告事項  代表理事及び業務執行理事の職務執行状況について 

 

③２０２６年 ３月１２日 ２０２５年度第３回理事会 

第１号議案 ２０２６年度事業計画書（案）及び収支予算書（案）承認の件 

第２号議案 組織規程一部改正（案）承認の件 

以上が審議され、いずれも原案のとおり承認された。 

 

（２）評議員会 

① ２０２５年 ６月１３日 ２０２５年度定時評議員会 

第１号議案 ２０２４度計算書類等（案）の承認の件 

第２号議案 理事１名選任の件 

以上が審議され、いずれも原案のとおり承認された。 

 

（３）事業報告会 

 財団設立３０年にあたり、７月２２日に記念式典・祝賀会として開催。 

 

（４）事業懇談会 

① ２０２５年 ５月２１日  ２０２５年度第１回  

② ２０２５年１１月１０日  ２０２５年度第２回 

③ ２０２６年 ３月 ６日  ２０２５年度第３回  

 

（５）車載機連絡会 

① ２０２５年 ５月１５日 ２０２５年度第１回（通算第９２回）  

② ２０２５年 ９月 ４日 ２０２５年度第２回（通算第９３回）  

③ ２０２５年１１月１３日 ２０２５年度第３回（通算第９４回） 書面報告 

④ ２０２６年 ２月１９日 ２０２５年度第４回（通算第９５回） 



 

２０２５年度 事業報告附属明細書 

 

２０２５年度事業報告には、一般財団法人及び一般社団法人に関する法律施行規則

第３４条第３項に規定する附属明細書の「事業報告の内容を補足する重要な事項」

はありません。 

 


